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多度津町人事行政の運営等の状況について

　地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第５８条の２および多度津町人事行政の運営等の状況の公表に
関する条例（平成１７年多度津町条例第２号）第４条の規定に基づき、多度津町人事行政の運営等の状況の概
要を公表します。

（注１）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公
務員の身分を保有する休職者、派遣職員など
を含み、臨時・非常勤職員を除いている。

（注２）（　）内は、再任用短時間勤務職員。
（注３）主な増減理由は、人事異動によるもの。
※県下９町で多度津町のみ単独消防を有しています。

　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員
とのバランスなどを考えて決めています。
　多度津町職員の給与も、職種により若干の違いは
ありますが、給与制度は国家公務員の給与制度に準
じて運用しています。
　給与には基本給である給料のほかに、期末・勤勉
手当（民間でいうボーナス）、扶養手当、通勤手当な
どがあります。退職した場合には、勤続年数に応じ
た退職手当が支給されます。

人件費の状況（平成 26 年度、一般会計決算額）
歳出決算（Ａ）

▲

106 億 7,713 万円　人件費（Ｂ）▲

15 億 285 万円　人件費比率（Ｂ／Ａ）

▲

14.1％

職員給与費の状況（平成 26 年度、一般会計予算額）
職員数（Ａ）

▲
168 人　給料

▲

6 億 737 万円　職
員手当

▲
7,231万円　期末勤勉

▲

2 億 1,511万円　
合計（Ｂ）

▲

8 億 9,479 万円　職員一人あたり（Ｂ
／Ａ）

▲

533 万円

職員の平均給料月額、平均年齢（平成 27 年 4 月 1 日現在）
29 万 1,553 円、平均年齢 40.6 歳

職員の初任給（平成 27 年 4 月 1 日現在）
（一般行政職）

採用試験の実施状況（平成 26 年度）
試験種類

▲

競争試験
試験内容

▲

（一次）筆記試験、（二次）口述試験
区 　分 大卒程度 短大卒程度 高卒程度
職 　種 一般行政職 幼稚園教諭 土木職 消防職

申込者数（人） 28 10 1 2
採用者数（人） 4 1 1 1

　職員の任用は、受験成績・勤務成績またはその他の
能力の実証に基づいて行われます（地方公務員法第１５
条）。
　また、この成績主義の原則に基づき、職員の採用は
公開平等の競争試験あるいは選考により実施していま
す。
職員の任免状況（平成 26 年度、単位：人）

区分
部門

職員数 対前年
増減数平成 26 年 平成 27 年

一
般
行
政

議　会 2 2 0
総　務 39 42 3
税　務 13 13 0
労　働 0 0 0
農　水 9 9 0
商　工 1 1 0
土　木 11  11（1） 0（1）
民　生 11 11 0
衛　生 17 16 △1
小　計 103（0） 105（1） 2（1）

特
別
行
政

教　育 34 31（3） △ 3（3）
消　防 34 34 0
小　計 68（0） 65（3） △ 3（3）

公
営
企
業
会
計

病　院 1 0（1） △ 1（1）
水　道 8 8（1） 0（1）
下水道 5 5 0
その他 9 7 △ 2
小　計 23（0） 20（2） △ 3（2）

合　計 194（0） 190（6） △ 4（6）

職員数（各年 4 月 1 日現在、単位：人）

一般行政職 技能労務職 合計

任
用

採　用 7 7
昇　任 8 8
降　任
転　任

退
職

定　年 6 3 9
勧　奨 1 1
その他 1 1

特別職の報酬等状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）

職員の給与に関すること

職員の任免および職員数に関すること
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1

大学卒 17 万 4,200 円
高校卒 14 万 2,100 円

区　　分 給料月額 期末手当

給
料

町　長 79 万 8,000 円

6 月期 1.45 月分
12 月期 1.60 月分

合 計 3.05 月分

副町長 60 万 3,000 円
教育長 52 万 9,000 円

報
酬

議　長 36 万 9,000 円
副議長 31 万 7,000 円
議　員 30 万 3,000 円
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区分 職　　務 職員数 構成比

6 級 課長・室長・所長・
主幹 16 人 8.4%

5 級 課長補佐・室長補佐・
副主幹 23 人 12.1%

4 級 係長・主査 40 人 21.1%

3 級 係長・主任主事・主任
技師 59 人 31.1%

2 級 主事・技師 29 人 15.2%

1級 主事・技師 23 人 12.1％

合　　計 190 人 100.0%

期　　末 勤　　勉
6 月期 1.225 月分 0.75 月分
12 月期 1.375 月分 0.75 月分
合　計 2.6　 月分 1.5  月分

　職員には、公務能率の発揮および増進のために、
研修を受ける機会を与えなければならず、地方公共
団体は、研修の目標、研修に関する計画の指針とな
るべき事項、その他の研修に関する基本的な方針を
定めることとされています（地方公務員法第 39 条）。

職員の研修（平成 27 年 3 月 31 日現在）
階層別研修

▲

採用・昇任等の際に各階層の職責等を
果たすための知識や技術を習得する研修・26 人
特別研修

▲

希望するものに対し、一般的な教養を高
め、知識や技術等を習得できる研修・14 人
実施場所

▲

香川県市町職員研修センター、香川県自
治研修所、香川県庁ほか

　地方公共団体は、職員の保健、元気回復、その他
厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実
施しなければなりません（地方公務員法第 42 条）。
　また、共済制度は、職員またはその被扶養者の事
故（病気・負傷・出産・死亡・災害等）に関して、
適切な給付を行うための相互救済を目的とする制度
であり（同法第 43 条第１項）、具体的には地方公務
員等共済組合法によって香川県市町村職員共済組合
が制度を運用・実施しています。
　この他、職員は（財）香川県市町村職員互助会に
加入しています。

福利厚生の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）
職員の保健等

▲

健康診断等の実施、健康教室の開催、
健康・栄養相談の実施など　
共済組合

▲

短期給付事業：組合員とその家族の病気・
けが・出産・死亡・休業または災害に対する必要な
給付を行う事業（保健給付、休業給付、災害給付）、
長期給付事業：組合員の退職・障害または死亡に対
して、年金または一時金の給付を行う事業（退職共
済年金、障害共済年金、遺族共済年金）、福祉事業：
組合員とその家族の健康の保持増進事業、保健施設
の運営および組合員の生活の向上、安定のための事
業（保健事業、宿泊事業、貯金事業、貸付事業）
互助会

▲

公益事業：市町の住民に対する貸出図書購
入費用の一部助成、給付事業：現会員の掛金（50％）
および市町等の負担金（50％）による相互扶助事業
および福利厚生事業、厚生事業：現会員の保険加入
事業等

公務災害補償
　地方公共団体は、職員が公務中あるいは通勤途上で
負傷、疾病、死亡等の災害を受けた場合は、その者ま
たはその者の遺族もしくは被扶養者に対し、損害を補
償する義務を負います（地方公務員法第４５条第１項）。
具体的には地方公務員災害補償法に基づき、専門的機
関として設置された地方公務員災害補償基金によって
補償事務が行われています。
公務災害認定状況（平成 26 年度発生分）

▲

公務災害
２件、通勤災害１件 階

層
別
研
修

・初任者研修
・初任者研修（幼稚園教諭）
・３年目研修
・一般職員研修
・係長級研修
・課長補佐級研修
・課長級研修　ほか

特
別
研
修

・条例の読み方、作り方講座
・ロジカルシンキング講座
・法学入門講座
・データの見方、活かし方講座
・成果につなげる政策形成力向上講座
・説明能力向上講座
・心情察知力向上講座　ほか

等級別職員数（平成 27 年 4 月 1 日現在）

職員の期末・勤勉手当等（平成 27 年 4 月 1 日現在）

職員の研修に関すること

職員の福祉と利益の保護に関すること

3

4
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款　別 予算現額
（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

収入率
（Ｂ／Ａ）％

町　　　税 28 億 4,635 万円 19 億 9,403 万円 70.1
地方交付税 15 億 3,028 万円 11 億 2,632 万円 73.6
国庫支出金 8 億 7,776 万円 2 億 4,734 万円 28.2
県 支 出 金 6 億 3,774 万円 7,331 万円 11.5
町　　　債 16 億　　30 万円 0 万円 0.0

その他（自主財源） 13 億 8,743 万円 5 億 2,732 万円 38.0
その他（依存財源） ４億 3,560 万円 3 億　747 万円 70.6

合　　　計 93 億 1,546 万円 42 億 7,579 万円 45.9

款　別 予算現額
（Ａ）

支出済額
（Ｂ）

支出率
（Ｂ／Ａ）％

議　会　費 1 億 2,470 万円 6,967 万円 55.9
総　務　費 13 億 3,616 万円 5 億 6,619 万円 42.4
民　生　費 27 億 5,233 万円 9 億 3,131 万円 33.8
衛　生　費 6 億 3,183 万円 2 億 6,717 万円 42.3

農林水産業費 2 億 4,172 万円 6,156 万円 25.5
商　工　費 9,439 万円 7,199 万円 76.3
土　木　費 9 億 3,214 万円 2 億　 157 万円 21.6
消　防　費 6 億 　476 万円 1 億 5,048 万円 24.9
教　育　費 15 億 5,487 万円 5 億 9,570 万円 38.3
公　債　費 9 億 4,800 万円 3 億 8,991 万円 41.1
そ　の　他 9,456 万円 1,633 万円 17.3
合　　　計 93 億 1,546 万円 33 億 2,188 万円 35.7

●歳　入　

【一般会計】　

【特別会計】　

【公営企業会計】

●歳　出　

　
平
成
27
年
度
上
半
期
（
平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
９
月
30
日
）
に
お
い
て
の
多
度

津
町
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
財
政
状
況
（
歳
入
・
歳
出
執
行
状
況
）
を
、

「
地
方
自
治
法
及
び
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

※
１
万
円
未
満
お
よ
び
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
額
が
合
わ
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
繰
越
明
許
を
含
み
ま
す
。

会　計　名 予算現額
（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

収入率
（Ｂ／Ａ）％

支出済額
（Ｃ）

支出率
（Ｃ／Ａ）％

国民健康保険 34 億　 663 万円 13 億 5,987 万円 39.9 12 億 8,212 万円 37.6
国民健康保険直営診療所 2,600 万円 605 万円 23.3 1,066 万円 41.0

公 共 下 水 道 9 億 8,029 万円 2 億 1,335 万円 21.8 4 億 3,121 万円 44.0
介護保険事業 21 億 8,101 万円 8 億 2,627 万円 37.9 8 億 7,240 万円 40.0

後期高齢者医療保険 3 億 2,960 万円 1 億 1,383 万円 34.5 1 億　802 万円 32.8

会　計　名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

上水道事業 3 億 8,733 万円 3 億  952 万円 54 万円 1 億 4,334 万円

多度津町の財政執行状況（平成２７年度上半期）
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■
桃
陵
大
学
12
月
行
事

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
11
日
㈮
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

（
伝
承
遊
び
）

　

場
所
＝
多
度
津
小
学
校

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
６
日
㈰
／
９
時

　

行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

　
（
た
こ
づ
く
り
）

　

場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
５
日
㈯
／
９
時

　

行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
２
日
㈬
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
も
ち
つ
き
大
会
）

　

場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
12
月
19
日
㈯
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
学
習
発
表
会
）

　

場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
12
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
12
月
18
日
㈮
／
10
時

　

行
事
＝
年
末
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　

場
所
＝
町
内

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
４
日
㈮
／
11
時

　

行
事
＝
多
度
津
地
区
合
同
役
員
会

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

②
日
時
＝
12
月
14
日
㈪
／
10
時

　

行
事
＝
い
き
い
き
サ
ロ
ン

年
忘
れ
の
会

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
20
日
㈰
／
10
時

　

行
事
＝
四
箇
天
寿
会
連
合
会

役
員
会

　

場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
６
日
㈰
／
10
時

　

行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　

場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
陶
芸

　

場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
桃
陵

　

場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
展
示
予
定
期
間
は
12
月
１
日
㈫

　

～
25
日
㈮
の
８
時
30
分
～
17
時

■
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ
催
し
物
案
内

●
12
月
６
日
㈰

広
瀬
香
美
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
「
香
美
別
邸
２
０
１
５
」

　

開
場
15
時
00
分 

開
演
15
時
30
分

●
12
月
20
日
㈰

　
多
度
津
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

第
２
回
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
発
表
会

　

開
場
９
時
30
分 

開
演
10
時
00
分

　

会
場
２
階
ホ
ワ
イ
エ

★
文
化
事
業
チ
ケ
ッ
ト
情
報
★

●
１
月
24
日
㈰

　
林
家
菊
丸
独
演
会

　

開
場
13
時
00
分

　

開
演
13
時
30
分

　

会
場
リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

一　

般　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

学　

生　
　
　
　
　

５
０
０
円

　

当
日
券　
　
　

各
３
０
０
円
増

　
　
　
　
　
（
全
席
自
由
・
税
込
）

●
２
月
13
日
㈯

　
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　「
人
間
に
な
り
た
が
っ
た
猫
」

　

開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

　

Ｓ　

席　
　
　

４
，
３
２
０
円

　

Ａ　

席　
　
　

３
，
２
４
０
円

　
　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
税
込
）

●
２
月
15
日
㈪

　
綾
小
路
き
み
ま
ろ

　「
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
２
０
１
６
」

　

開
場
13
時
00
分 

開
演
14
時
00
分

　

Ｓ　

席　
　
　

５
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
税
込
）

　

※
残
席
わ
ず
か

【
問
合
せ
】

　

サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ

☎
33-

３
３
３
０

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

12
月
行
事

１
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

４
日
㈮
体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

あ
ん
ま
／
13
時　
　

７
日
㈪
か
つ
み
会
踊
り
披
露／

13
時

８
日
㈫
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　

／
11
時
30
分

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時　
　

９
日
㈬
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

　
　
　

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　

和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

／
10
時
30
分

10
日
㈭
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

健
康
相
談
・
指
圧
／
13
時

11
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
会
／
11
時

15
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

16
日
㈬
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

17
日
㈭
ハ
ン
ド
ケ
ア
／
12
時
30
分

18
日
㈮
体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

21
日
㈪
あ
ん
ま
／
13
時

22
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

24
日
㈭
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

25
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　

２
日
、
８
日
、
16
日
、　

22
日

※
11
月
30
日
～
12
月
18
日
は
、
ボ

イ
ラ
ー
取
替
工
事
の
た
め
入
浴

施
設
の
み
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

食
事
・
送
迎
は
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32-

８
５
０
１

チケット発売中

文化教養・スポーツ

文 

化 

教 

養
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■
『
ひ
だ
ま
り
』
12
月
講
習

●
15
日
㈫
／
10
時
～
11
時
30
分

　『
防
災
に
つ
い
て
』

▽
講
師
＝
多
度
津
町
消
防
署

【
問
合
せ
】

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33-

４
７
５
５

　

た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33-
４
７
６
０

■
た
ど
つ
歌
壇
（
第
71
回
）

横
山
　
文
雄
　
選

【
第
一
席
】

シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
鉢
か
か
え
急
ぎ
を
り

今
日
は
よ
き
こ
と
あ
る
や
も
知
れ
ぬ

ま
ん
の
う
町　

塩
田
よ
し
え

〔
評
〕
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
鉢
を
友

人
か
ら
貰
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

よ
ろ
こ
び
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
家
路
に
急
い
で
い
る
作
者
の

姿
を
彷
彿
さ
せ
る
佳
什
で
し
た
。

【
第
二
席
】

大
般
若
経
の
土
用
干
し
す
る
六
百

巻
当
番
の
座
元
準
備
あ
れ
こ
れ

南　

鴨　
　
　

山
本　

逸
子

〔
評
〕
大
般
若
経
六
百
巻
の
土
用

干
し
の
座
元
と
い
う
大
役
を
引

き
受
け
ら
れ
た
緊
張
感
の
あ
ふ

れ
た
秀
作
で
し
た
。

【
第
三
席
】

開
け
放
つ
窓
よ
り
入
る
月
の
精
今

宵
ひ
と
夜
は
我
と
遊
べ
り

寿　

町　
　
　

髙
田　
　

匡

〔
評
〕
名
月
を
ご
覧
に
な
っ
て
の

作
者
の
感
銘
で
し
ょ
う
か
。
月

と
作
者
が
一
体
と
な
っ
て
い
る

姿
が
見
え
る
様
な
好
作
で
し
た
。

【
佳
　
作
】

老
い
て
な
お
残
さ
れ
た
時
を
密
に
し

て
焦
ら
ず
進
ま
ん
こ
の
身
の
た
め
に

東
白
方　
　
　

大
西
美
代
子

【
佳
　
作
】

老
夫
婦
小
さ
き
肩
を
並
べ
お
り

「
来
年
も
ま
た
」
と
神
輿
に
願
う

庄　
　
　
　

大
塚　
　

眞

■
次
回
た
ど
つ
歌
壇

第
72
回
短
歌
作
品
募
集

▽
題
名
＝
題
は
自
由
と
す
る

▽
選
者
＝
香
川
県
歌
人
協
会

　
　

副
理
事
長　

横
山
文
雄
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作

品
（
未
発
表
作
品
三
首
ま
で
を

楷
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所

③
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝

　

平
成
28
年
１
月
15
日
㈮
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　

多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　
（
〒
７
６
４-

０
０
１
１

多
度
津
町
栄
町
３-

１-

９
）

☎
33-

０
７
６
０

■
桃
陵
大
学
中
央
講
座

～
「
90
年
前
の
か
が
わ
」
唱
歌
に

　
　
　
　
　
歌
わ
れ
た
多
度
津
～

　

10
月
16
日
、
香
川
近
代
史
研
究

会
の
宮
本
義
行
氏
を
お
招
き
し
、

90
年
前
か
ら
戦
前
戦
後
に
わ
た
る

香
川
の
様
子
を
写
真
や
資
料
と
共

に
当
時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
懐

か
し
い
写
真
や
資
料
に
触
れ
、
有

意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■
『
第
50
回
観
月
会
』
入
選
作
品

●
俳
句
の
部

【
第
一
席
】
大
住　

孝
子

　
月
を
待
つ
此
処
が
昔
の
通
学
路

【
第
二
席
】
小
野　

登
志
美

　
角
一
つ
曲
が
り
そ
こ
ね
て
後
の
月

【
第
三
席
】
曽
根　

崇

　
月
光
は
ゆ
た
か
に
我
家
み
な
長
寿

●
短
歌
の
部

【
第
一
席
】
向
井　

富
美
子

電
車
降
り
家
路
を
い
そ
ぐ
人
ら

み
な
背せ
な

に
月つ
き
か
げ光
乗
せ
ゆ
く
良
夜

【
第
二
席
】
新
居　

み
ち
よ

熱
帯
夜
あ
け
て
残
月
十
六
夜
の

と
ろ
り
重
た
げ
家
並
み
の
上
に

【
第
三
席
】
横
山　

敦
子

十
六
夜
の
月
照
る
塀
を
尻
尾
立

て
ゆ
く
猫
の
影
玻
璃
戸
が
映
す

●
川
柳
の
部

【
第
一
席
】
髙
島　

也
知
子

涙
腺
を
ゆ
る
ま
す
よ
う
な
月
が

出
る

【
第
二
席
】
香
川　

美
代
子

わ
だ
か
ま
り
が
と
け
て
無
我
の

月
明
か
り

【
第
三
席
】
佐
藤　

秋
子

　
月
光
に
言
葉
忘
れ
て
息
を
の
む

ス
ポ
ー
ツ

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
平
成
27
年
度
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交

流
大
会
（
10
月
30
日
／
町
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
）

　
優　

勝
＝
桃
陵
チ
ー
ム

　
準
優
勝
＝
桜
川
チ
ー
ム

●
第
26
回
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
操

競
技
大
会
（
10
月
25
日
／
町
民

体
育
館
）

▽
小
学
１・２
年
生
男
子

【
個
人
総
合
】

　

１　

位
＝
熊
本　

愛
都

　

２　

位
＝
濵
邊　

拓
心

　

３　

位
＝
新
名　
　

巧

　
５　

位
＝
熊
本　

愛
永

▲３０名の講座生が参加

１０月１２日（町民会館）

文化教養・スポーツ

ス
ポ
ー
ツ
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▽
小
学
１・２
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

１　

位
＝
糸
川　

ひ
な

２　

位
＝
陸　
　

怡
帆

３　

位
＝
藤
林　

小
春

５　

位
＝
國
富　

優
華

６　

位
＝
細
川　

千
峰

▽
小
学
３・４
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

２　

位
＝
田
中　

愛
永

３　

位
＝
田
中　
　

葵

４　

位
＝
香
川　
　

凜

６　

位
＝
高
島　

未
央

▽
小
学
５・６
年
生
男
子

【
個
人
総
合
】

３　

位
＝
藤
田　

祥
伍

４　

位
＝
金
子　

真
怜

５　

位
＝
高
島　

涼
輔

６　

位
＝
亀
山　

弘
輔

▽
小
学
５・６
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

１　

位
＝
亀
代　

愛
華

２　

位
＝
山
本　

乃
愛

４　

位
＝
川
上　

真
璃

５　

位
＝
亀
代　

華
暖

■
『
小
さ
な
親
切
』
作
文
紹
介

●
『
湯ゆ

ら

り
楽
里
』
と
は

　
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
　
新
明
　
和
典

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
に
つ
い

て
、
早
や
２
年
近
く
な
っ
た
。
社

協
と
い
う
名
は
以
前
か
ら
よ
く
耳

に
し
て
い
た
が
、
業
務
の
内
容
に

つ
い
て
は
全
く
の
無
知
で
あ
っ
た
。

　

就
任
し
て
、
ま
ず
初
め
に
目
を

ひ
い
た
の
は
、
町
民
健
康
セ
ン
タ

ー
２
階
に
あ
る
「
湯
楽
里
」
で
あ

っ
た
。「
湯
楽
里
」
は
老
人
健
康

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
で
平
成
25
年
に

広
く
募
集
し
選
ば
れ
た
名
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
町
内
の
60
歳
以
上

の
方
が
、
名
の
と
お
り
大
き
な
湯

船
や
健
康
器
具
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
る
。
有
料
で
一
回

３
０
０
円
。
お
得
な
回
数
券
も
あ

る
。
施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
の
無

料
送
迎
バ
ス
も
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　

軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
一
人

暮
ら
し
の
方
は
、
食
材
を
そ
ろ
え
、

手
の
込
ん
だ
食
事
を
作
る
の
は
大

変
だ
が
、
こ
こ
で
は
３
５
０
円
と

安
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冷
凍
食

品
を
使
わ
ず
、
毎
日
手
作
り
し
た

定
食
が
味
わ
え
る
。
今
で
は
、
私

の
毎
昼
の
定
番
で
あ
る
。
ほ
か
に

も
「
う
ど
ん
」「
寿
司
」「
お
で
ん
」

と
品
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　

話
が
少
し
そ
れ
る
が
、
報
道
に

よ
る
と
、
県
内
の
認
知
症
高
齢
者

が
２
０
１
５
年
に
は
３
万
人
と
な

り
高
齢
者
人
口
（
29
万
３
千
人
）

の
１
割
を
超
え
た
そ
う
で
あ
る
。

　

認
知
症
予
防
の
取
組
み
も
、
こ

の
場
で
行
わ
れ
て
い
る
。
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
脳

と
体
を
元
気
に
す
る
体
操
教
室
」

や
「
体
い
き
い
き
健
康
体
操
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
職
員
、
利
用

者
が
誰
か
の
た
め
に
気
づ
き
、
動

い
て
い
る
。

　

小
さ
な
親
切
運
動
の
根
幹
の
ひ

と
つ
で
あ
る
、
他
者
へ
の
気
づ
き

が
こ
の
「
湯
楽
里
」
に
は
、
ひ
し

め
い
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
、
一
度
ご
来
場
あ
れ
。

■
善
　
意
（
10
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム『

桃
陵
苑
』

塩
田　

吉
之
（
三　

井
）

竹
内　

正
治
（
寿　

町
）

多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

Ｊ
Ａ
あ
ゆ
み
の
会
、
ひ
ま
わ
り

の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多
度

津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

多
度
津
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
、
多
度
津
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
民
生
委
員

協
議
会
、
四
箇
地
区
社
協
、
無

徳
神
神
社
、
葛
原
正
八
幡
神
社

西
獅
子
組
、
東
白
方
獅
子
舞
保

存
会
、
天
神
睦
会
、
豊
原
保
育

所
、
白
方
保
育
所
、
四
箇
地
区

公
民
館
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

藤
原　

雅
之
（
西
白
方
）

西
村　

一
夫
天
禅
（
山　

階
）

や
ま
し
な
会
（
幹
事
・
吉
田
洋

一
）

■
平
成
27
年
度『
環
境
標
語
』

　
小
・
中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
白
方
小
学
校
】

せ
つ
で
ん
は
　
ち
き
ゅ
う
を
ま
も
る

だ
い
い
っ
ぽ

１
年　

川
上
久
琉
美

ご
み
を
へ
ら
し
て

み
ど
り
を
ふ
や
す

心
も
し
ぜ
ん
も

ゆ
た
か
に
し
よ
う

２
年　

長
谷
川
未
季

か
ん
き
ょ
う
を

ま
も
っ
て
つ
く
る
　
明
る
い
未
来

３
年　

瓦
谷　

瞳
弥

す
て
な
い
で
　
そ
の
道
具
た
ち

使
え
る
よ

５
年　

ア
キ
ノ
杏
樹

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
は
、

　

選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

▲軽食コーナー

第64回人権週間
～みんなで築こう 人権の世紀～

【人権に関する相談先】

　わが国では毎年12月4日
～10日までの一週間を「人
権週間」として啓発活動を
しています。
　「人権週間」を機に、女
性や子どもの立場を考えた
り、高齢者を大切にする心
を育てたりするなど回りの
人の気持ちになって、「思
い や り の 心 」
や「かけがえの
ない命」につい
て、考えてみま
しょう。

・全国共通人権相談ダイヤル
（みんなの人権110番）
　☎0570-003-110
・子どもの人権110番
　☎0120-007-110

スポーツ・親切・人権
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● 消防団員応援自動販売機に係る協定調印式 ● 皆様の声を町政に！「町長との対話集会」
　１０月１３日、四国コカ・コーラボトリング㈱と多
度津町は、中讃地区では初めてとなる「消防団員応援
自動販売機」設置に関する協定を締結し、丸尾町長を
はじめ関係者３５名が参加して調印式を行いました。
　この自動販売機は、町内の消防団屯所２か所に設置
され、前面中央部に消防団員募集ポスターを掲示して
ます。
　なお、売上金の一部は消防団の活動支援に充てられ
るとともに、大規模災害時には飲料が避難者に無償提
供されます。

　５年目を迎えた今回の対話集会は「多度津町の防災
対策について」をテーマに、町内４会場で開催し、総
勢７９名の方々に参加していただきました。
　新消防庁舎での対話集会では、消防庁舎の見学会が
行われた後、「南海トラフ地震に対する備えはできてい
ますか?」「災害の発生時間帯によって避難方法は異な
るので、日中や夜間など時間帯ごとでの対策をお願い
します。」など、様々な提案やご意見をいただきました。
　皆様からの貴重なご意見を活かし、今後も安全・安
心な町づくりを推進していきます。

● 多度津フェスティバル ＋ きしゃぽっぽまつり ＝ ぽっフェス
　ＪＲ四国多度津工場および多度津フェスティバル実行委員会による「ぽっフェス」が、サク
ラートたどつ（町民会館）・ＪＲ四国多度津工場および周辺において、１０月２５日に開催され
ました。
　多くの来場者で賑わう２つのイベントが、昨年に引き続き今年も合同で開催され、さらにパ
ワーアップしたイベントやパフォーマンスの数々に、ご家族連れやお祭り好きの皆さん、グル
メを楽しみたい方や鉄道ファンの方など、例年以上の来場者が「ぽっフェス」を堪能されました。

まちかどズーム
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　「紀の国わかやま国体」のレスリング少年フリースタ
イル８４キロ級で、準優勝という好成績を収められた
多度津高校の山根光司さんが来てくれました。
　準決勝では６点差を逆転するという粘り強さを発揮
した山根さんは、「大学に進学して全日本チャンピオン
になって、オリンピック出場を目指します！」と今後
の目標を話してくれました。

　身近な貝から海外の珍しい貝まで、約１，０００点の
貝殻を展示している「世界の貝展」。
　故・伊豫邦雄氏（本通）のコレクションを筆頭に、
色鮮やかな貝、不思議な模様の貝、なぜその形になっ
たのか思わず考えさせられる貝など、様々な貝が展示
されています。この機会に、貝の持つ多様な魅力に触
れてみませんか。（１２月１０日まで開催中）

● 山根光司さん（多度津高校）　国体で準優勝！

● 町立資料館で「世界の貝展」開催！

● 作って！遊んで！楽しかった！
　 白方保育所「おもちゃまつり」

● 多度津ライオンズクラブ
　 チューリップの球根を寄贈

　１０月１６日、白方保育所５歳児１６名が、
白方小学校の「おもちゃまつり」に参加しまし
た。
　２年生が「くるくるへびさん」・「わりばしラ
イフル」などの手作りおもちゃを教えてくれま
した。優しいお兄さんお姉さんと一緒に遊ぶこ
とができて、「たのしかった～」とみんな大満
足！ますます小学生になる期待がふくらんだ
松組の子どもたちでした！

　多度津ライオンズクラブから、町内の４幼稚
園にチューリップの球根が各２００球ずつ寄
贈されました。
　園児たちはお礼に、チューリップの歌をうた
いながら可愛い踊りを披露しました。
　この球根は、養護学校や福祉施設などにも寄
贈され、全１４００球の球根が春ごろには咲き
誇り、町内を色鮮やかに彩ってくれることと思
います。

まちかどズーム
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● ねんりんピック２０１５in たどつ

● 健康フェスタ２０１５in たどつ

　１０月２２日、町民体育館において「ねんりんピック」が
開催され、総勢４５４名の皆さんが参加されました。
　開会式では、はつらつとした入場行進が行われた後、木内
�雄大会会長や丸尾町長、ご来賓の方々から挨拶・祝辞が述
べられました。
　玉入れ、パン食い競争、輪投げゲーム、障害物競走、ボー
ル運び、じゃんけんゲーム、大型ジグソーパズル、ふくわら
い競争、風船運びなど、趣向を凝らした様々な競技が行われ
ました。
　地区ごとの対抗戦形式ではありますが、客席からの温かい
応援や笑い声は会場全体を包み込み、参加者一丸となって年
に一度の「ねんりんピック」を楽しみました。

　１０月２５日、町民健康センターを会場に
「健康フェスタ」が開催されました。
　当日は、町健康づくり推進協議会・加藤哲士会長から開
会の挨拶が行われた後、多度津中学校吹奏楽部による演奏
で幕を開けました。
　会場では、医師による健康相談や歯科医による歯科健診、
骨密度・肌年齢・血管年齢・体脂肪・脳の老化度・体力
などの様々な測定が行われ、総勢１，３６０名の来場者は、
一喜一憂しながらご自身の健康チェックを確認していまし
た。また、各種団体による体験展示・作品展、販売・試食
コーナーでは、多くの来場者で行列ができるほどの賑わい
を見せていました。

まちかどズーム
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《
受
賞
・
表
彰
》

■
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰

　

多
度
津
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
多

種
目
支
部
支
部
長
の
藤
田
一
正
氏

（
本
通
）
が
、『
平
成
27
年
度
日
本

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
』
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
」
が
、
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
発
展
に
貢
献
し
、

特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
る
指
導
者

に
対
し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

藤
田
支
部
長
は
、
30
年
以
上
に

わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

に
関
わ
り
、
現
在
は
多
種
目
支
部

支
部
長
の
ほ
か
、
香
川
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
指
導
者
協
議
会
委
員
と

し
て
も
活
動
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
香
川
県
社
会
福
祉
大
会

　

10
月
26
日
、
第
62
回
香
川
県
社

会
福
祉
大
会
が
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー

ル
高
松
で
開
催
さ
れ
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
次
の
方
々
が
、
本
町
か
ら
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
香
川
県
知
事
表
彰

 

【
社
会
福
祉
施
設
従
事
者
】

　

藤
原
　
眞
弓
氏
（
西
白
方
）

●
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

 

【
社
会
福
祉
事
業
奉
仕
者
】

　

北
岡
　
　
務
氏
（
大
通
り
）

　

藤
田
惠
美
子
氏
（
葛　

原
）

■
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
大
会

豊
原
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
香
川

県
交
通
安
全
協
会
会
長
賞
第
一
位

　

高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
啓
発
と

交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た

『
第
37
回
交
通
安
全
高
齢
者
自
転

車
大
会
』
が
10
月
９
日
、
高
松
市

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

『
豊
原
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
』
の

皆
さ
ん
が
、
香
川
県
交
通
安
全
協

会
会
長
賞
第
一
位
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス

　
ト
ッ
プ
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
申
請
を

さ
れ
た
方
の
う
ち
、
申
請
時
か
ら

氏
名
や
住
所
等
が
変
更
に
な
る
場

合
は
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

寄
附
を
行
っ
た
年
の
翌
年
１
月
10

日
ま
で
に
、
必
要
事
項
を
記
載
の

う
え
入
金
先
の
都
道
府
県
・
市
区

町
村
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
届
出

が
な
い
と
申
請
が
無
効
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
申
告
特
例
申
請
事
項
変

更
届
出
書
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
政
策
企
画
課

☎
33-

１
１
１
６

■
夜
間
納
税
相
談
・
納
付
窓
口
を

　
開
設
し
ま
す

　

日
頃
お
仕
事
等
の
都
合
で
役
場

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
12
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮

　
　
　
　

17
時
～
20
時

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階　

税
務
課

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
税
務
課☎

33-

１
１
１
８

■
新
造
船
名
称
が
決
定
し
ま
し
た

　

多
度
津
佐
柳
航
路
で
就
航
中

の
「
新
な
ぎ
さ
」
に
代
わ
る
新
造

船
の
名
称
を
募
集
し
、
島
民
を
含

む
関
係
者
で
審
査
し
た
結
果
、
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
町
内

在
住
の
方
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら

３
０
０
件
に
も
お
よ
ぶ
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
新
名
称
＝
新
な
ぎ
さ
２

▽
決
定
理
由
＝
利
用
者
に
な
じ
み

が
深
く
、
永
い
航
海
を
無
事

に
終
え
る
「
新
な
ぎ
さ
」
へ

の
敬
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る

た
め
。

（
多
度
津
町
政
策
企
画
課
）

■
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
者

　
優
遇
店
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
で
、
運

転
操
作
が
遅
れ
て
ヒ
ヤ
リ
と
し
た

な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

は
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
が
、

運
転
免
許
証
を
有
効
期
間
内
に
返

納
し
、
申
請
す
る
と
受
け
取
れ
る

運
転
経
歴
証
明
書
（
交
付
手
数
料

１
，
０
０
０
円
）
を
優
遇
店
で
提

示
す
る
と
割
引
な
ど
の
お
得
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
、
飲
食
店
、
温
泉
施
設
な
ど
優

遇
店
は
約
１
，
１
０
０
店
！

　

優
遇
店
を
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
改
訂
版
は
、
町
役
場
総
務

課
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
警
察

署
に
置
い
て
い
ま
す
。
家
族
な
ど

の
身
近
な
人
の
運
転
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
場
合
も
優
遇
制
度
を
紹

介
し
て
勧
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７-

８
８
１-

０
６
４
５

　

香
川
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

☎
０
８
７-

８
３
２-

３
２
３
０

お知らせ・募集
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■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
た
ど
つ

　
共
通
商
品
券
」
に
つ
い
て

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
た
ど
つ
共

通
商
品
券
」
の
使
用
期
限
は
平
成

28
年
１
月
24
日
㈰
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
封
し
て
い
る
「
利
用

世
帯
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
」
に
記
入
し
て
提
出
い
た
だ

く
と
、
抽
選
で
１
５
０
名
に
３
，

０
０
０
円
相
当
の
「
た
ど
つ
共
通

商
品
券
」
が
当
た
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
期
限
は
12
月
25
日
㈮
で
す
。

当
選
は
発
表
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
提
出
は
、

多
度
津
商
工
会
議
所
に
郵
送
ま
た

は
最
寄
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
回
収
箱
設
置
場
所
）

多
度
津
商
工
会
議
所
、
町
役
場

（
役
場
ロ
ビ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
）、
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
、

豊
原
地
区
公
民
館
、
四
箇
地
区

公
民
館
、
白
方
地
区
公
民
館

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
商
工
会
議
所

☎
33-

４
０
０
０

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
工
房
年
末
年
始
休
館
日

　

12
月
28
日
㈪
～
１
月
４
日
㈪

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
12
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

　

12
日
㈯
ク
ラ
フ
ト
講
座
『
か
わ

　
　
　
　

い
い
付
箋
を
作
ろ
う
』

／
午
前
10
名

　

13
日
㈰
木
工
講
座
『
干
支
の
置

　
　
　
　

物
を
作
ろ
う
』

／
午
前
10
名

　

19
日
㈯
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

／
午
前
５
名

　

※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　

※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　

桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
お
渡
し
し
ま
す
。

※
12
月
の
実
施
は
、

　

20
日
㈰
・
27
日
㈰

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56-

１
１
４
４

■
生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設

　

全
国
の
弁
護
士
会
に
お
い
て
、

生
存
権
と
い
う
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
た
め
全
国
一
斉
に
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
開
設
し
ま
す
。
生
活
保

護
利
用
当
事
者
の
声
を
集
め
る
と

と
も
に
、
具
体
的
支
援
の
必
要
な

ケ
ー
ス
に
対
し
て
は
法
テ
ラ
ス
委

託
援
助
事
業
を
利
用
し
て
、
申
請

に
同
行
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
10
日
㈭

　
　
　
　

10
時
～
13
時

▽
相
談
方
法
＝
電
話
に
よ
る
相
談

▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
＝

　

☎
０
１
２
０-

１
５
８-

７
９
４

※
通
話
無
料（
相
談
日
の
み
開
設
）

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
弁
護
士
会

　

☎
０
８
７-

８
２
２-

３
６
９
３

■
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
労
働
保

　
険
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す

　

労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
え
ば
、

原
則
と
し
て
業
種
・
規
模
の
如
何

を
問
わ
ず
、
事
業
主
は
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加

入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
香
川
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定

所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
９
１
７

■
登
記
相
談
の
予
約
制
に
つ
い
て

　

高
松
法
務
局
で
は
、
よ
り
一
層

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
向
上

を
図
る
た
め
「
登
記
相
談
の
予
約

制
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

登
記
相
談
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に
て
相
談

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
１
回
あ
た
り
30

分
以
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
（
無
料
）。

▽
予
約
先
＝

　

高
松
法
務
局
本
局

　

☎
０
８
７-

８
２
１-

２
１
０
３

　

高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

　
　
　
　
　
　

☎
23-

０
２
２
９

【
問
合
せ
】

　
高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

☎
０
８
７-

８
２
１-

６
３
４
２

３ 

日　

 

２ 

土　

 

１ 

金　

 

31 

木 　
30 

水　

 

29 

火 　
28 

月 　
有
給
休
暇

27 

日　

 

26 

土　

 

25 

金 　
有
給
休
暇

24 

木 　
有
給
休
暇

23 

水 　
天
皇
誕
生
日

年 末 年 始 連 続 休 暇 例ワーク・ライフ・バランス～仕事と生活の調和のために～

年次有給休暇を
計画的に活用しよう！

【 問 合 せ 】 香 川 労 働 局 労 働 基 準 部 監 督 課
TEL 0 8 7 - 8 1 1 - 8 9 1 8
H P http://kagawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp

所
定
休
日

年
末
休
暇

年
始
休
暇

お知らせ・募集
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■
満
濃
池
森
林
公
園

●
森
林
の
寺
子
屋
教
室

　

公
園
の
植
物
で
素
敵
な
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と
古
楽
器
の
生

演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
12
月
13
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
12
時

▽
場
所
＝
満
濃
池
森
林
公
園

森
林
学
習
展
示
館

▽
参
加
費
＝
８
０
０
円

▽
定
員
＝
先
着
25
名（
電
話
受
付
）

▽
申
込
期
間
＝
12
月
１
日
㈫
～

　
　
　
　
　
　

12
月
10
日
㈭

【
問
合
せ
】

香
川
県
満
濃
池
森
林
公
園

☎
57-

６
５
２
０

■
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

●
正
月
の
寄
植
え
（
実
習
）

　

正
月
用
の
材
料
を
用
い
て
寄
植

え
を
作
り
ま
す
。
艶
や
か
に
飾
り

つ
け
さ
れ
た
作
品
を
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
け
ま
す
。
終
了
後
、
園
芸

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
園
芸

相
談
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
20
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
45
分

▽
場
所
＝
坂
出
市
番
の
州
公
園

管
理
事
務
所

▽
参
加
費
＝
３
，
０
０
０
円

▽
定
員
＝
先
着
15
名

▽
講
師
＝
園
芸
家（
鉢
花
生
産
者
）

小
田 

健
一 

氏

　

参
加
希
望
の
方
は
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
，
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電

話
番
号
⑥
セ
ミ
ナ
ー
名
⑦
質
問
事

項
を
明
記
の
う
え
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
電
話
申
込
不
可

※
12
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　

〒
７
６
２-

０
０
６
３

　
　

坂
出
市
番
の
州
公
園
５
番
地

☎ 

45-

６
８
２
０

FAX 

43-

５
２
１
３

ﾒｰﾙ kansyouryokuti@
rhythm

.
ocn.ne.jp

《
募
　
　
集
》

■
町
民
の
皆
様
か
ら
募
集
し
ま
す

　『
新
成
人
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

　

短
文
（
一
言
で
も
）
や
長
文
、

ど
の
よ
う
な
形
式
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
多
度
津
町
教
育
委
員
会
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
27
年
度 

成
人
式

▽
日
時
＝
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

　
　
　
　

新
成
人
受
付
／
13
時
～

　
　
　
　

式
典
開
始　

／
14
時
～

▽
場
所
＝
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
課

☎ 

33-

０
７
０
０

FAX 

33-

０
６
０
０

ﾒｰﾙkyouiku@
tow

n.tadotsu.
lg.jp

■
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▽
募
集
期
間
＝

平
成
28
年
１
月
６
日
～
15
日

※
詳
し
く
は
、
来
月
の
広
報
に
掲

　

載
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
住
民
課☎

33-

４
４
８
０

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
採
用
試
験

▽
応
募
資
格
＝

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

●
一
般
採
用
試
験

▽
受
付
締
切
＝
平
成
28
年
１
月
８
日

▽
一
次
試
験
＝
平
成
28
年
１
月
23
日

▽
試
験
会
場
＝
香
川
県
内

●
推
薦
採
用
試
験

▽
受
付
締
切
＝
12
月
４
日

▽
試
験
＝
平
成
28
年
１
月
中
旬

▽
試
験
会
場
＝
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

【
問
合
せ
】

　

自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

☎
63-

２
３
６
３

■
香
川
県
海
岸
保
全
基
本
計
画
の

　
変
更
（
素
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
募
集

　

香
川
県
で
は
、
平
成
23
年
３
月

の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
た

海
岸
法
の
改
正
や
南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
と
す
る
津
波
や
地
震
へ
の
対

策
と
し
て
、
本
県
が
今
年
３
月
に

策
定
し
た
「
地
震
・
津
波
対
策
海

岸
堤
防
等
整
備
計
画
」
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
海
岸
保
全
基
本
計
画

の
変
更
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
「
海
岸
保
全
基
本
計

画
」
と
す
る
た
め
、
多
く
の
県
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
＝
12
月
13
日
㈰
ま
で

▽
閲
覧
方
法
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://pref.kagaw
a.lg.jp/

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
港
湾
課

☎
０
８
７-

８
３
２-

３
５
５
３

■
放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
電
話
か
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
＝
３
月
20
日
㈰
ま
で

【
問
合
せ
】

　

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７-

８
３
７-

９
８
７
７

お知らせ・募集
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■
県
立
高
等
技
術
学
校
丸
亀
校

●
パ
ソ
コ
ン
講
習

　（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門
）

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ

ｓ
を
使
用
。
デ
ー
タ
の
格
納
及
び

抽
出
や
集
計
、
入
力
画
面
の
作
成

等
の
基
礎
操
作
を
習
得
し
ま
す
。

▽
日
時
＝

　
　

１
月
18
日
㈪
～
１
月
21
日
㈭

18
時
～
21
時

▽
場
所
＝
高
等
技
術
学
校
丸
亀
校

▽
対
象
者
＝
在
職
者

▽
募
集
人
員
＝
15
名

▽
受
講
料
＝
３
，
０
０
０
円

　

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
、

　
　

２
，
１
６
０
円
が
必
要
で
す
。

▽
受
付
期
間
＝
１
月
４
日
㈪
ま
で

●
消
防
設
備
士
（
乙
種
第
４
類
）

　

消
防
関
係
法
令
や
警
報
設
備
の

点
検
・
整
備
に
関
す
る
重
要
項
目

の
説
明
及
び
模
擬
問
題
の
解
説
な

ど
、
受
験
の
た
め
に
必
要
な
知
識

を
習
得
し
ま
す
。

▽
日
時
＝

　
　

１
月
19
日
㈫
～
１
月
22
日
㈮

18
時
～
21
時

▽
場
所
＝
高
等
技
術
学
校
丸
亀
校

▽
対
象
者
＝
在
職
者

▽
募
集
人
員
＝
15
名

▽
受
講
料
＝
４
，
０
０
０
円

　

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
、

　
　

２
，
３
７
６
円
が
必
要
で
す
。

▽
受
付
期
間
＝
１
月
４
日
㈪
ま
で

【
問
合
せ
】

　

〒
７
６
３-

８
５
１
３

　

丸
亀
市
港
町
３
０
７
番
地

　
　

香
川
県
立
高
等
技
術
学
校

丸
亀
校

☎ 

22-

２
６
３
３

FAX 

24-

７
９
９
０

■
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

●
平
成
28
年
度
自
己
推
薦
Ａ
入
試

▽
試
験
日
＝
12
月
13
日
㈰

▽
募
集
科
＝

生
産
技
術
科
、
電
子
情
報
技

術
科
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
制

御
科
、
住
居
環
境
科

▽
受
験
資
格
＝

高
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成

28
年
卒
業
見
込
み
含
む
）
で
、

自
己
の
能
力
・
適
性
を
発
揮

し
て
、「
も
の
づ
く
り
に
関

す
る
専
門
的
な
知
識
・
技
術
」

を
学
ぼ
う
と
す
る
強
い
意
志

と
行
動
力
を
備
え
た
者

▽
願
書
受
付
＝
12
月
７
日
㈪
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

【
問
合
せ
】

　

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

学
務
課

☎
24-

６
２
５
５

■
四
国
学
院
大
学

●
推
薦
入
学
綜
合
選
考
Ⅱ

▽
試
験
日
＝
12
月
12
日
㈯

▽
場
所
＝
四
国
学
院
大
学

▽
内
容
＝

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
る
選
考
で
、
主

体
性
、
多
様
性
、
協
働
性
を

は
か
り
ま
す
。

▽
願
書
受
付
＝
12
月
７
日
㈪
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

※
Ａ
Ｏ
入
試
（
Ａ
日
程
）
も
12
月

７
日
㈪
ま
で
出
願
受
付
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
入
試
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

四
国
学
院
大
学
入
試
課

☎
０
１
２
０-

４
５
９-
４
３
３

FAX 

63-

５
３
５
３

国
民
年
金
で
免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

の
資
格
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合

の
年
金
額
に
対
し
て
、
全
額
免
除
期
間
は
２
分
の
１
、四
分
の
三
免
除

期
間
は
８
分
の
５
、
半
額
免
除
期
間
は
４
分
の
３
、四
分
の
一
免
除
期

間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
で
全
額
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し
て

　
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免除された年度
追納保険料額

全額免除 四分の三免除 半額免除 四分の一免除
平成１７年度 14,880 円 ― 7,440 円 ―
平成１８年度 14,930 円  11,190 円 7,460 円 　3,730 円
平成１９年度 14,960 円 11,210 円 7,480 円 3,730 円
平成２０年度 15,090 円 11,320 円 7,540 円 3,770 円
平成２１年度 15,160 円 11,360 円 7,580 円 3,780 円
平成２２年度 15,430 円 11,570 円 7,720 円 3,850 円
平成２３年度 15,220 円 11,410 円 7,610 円 3,800 円
平成２４年度 15,070 円 11,300 円 7,530 円 3,760 円
平成２５年度 15,040 円 11,280 円 7,520 円 3,760 円
平成２６年度 15,250 円 11,440 円 7,620 円 3,810 円

保険料免除期間（年度）に対する平成２７年度の追納保険料額は以下の通り

※平成２４年度以前の追納額には一定の加算が行われています。
※追納の順番は、先に免除された期間からです。
※保険料の追納には納付書が必要です。納付書の発行は、住所地を管轄する
　年金事務所へお申込みください
　【問合せ】善通寺年金事務所　☎６２－１６６０ 

お知らせ・募集
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平成28年度保育所（園）利用申込みの受付

①利用申込書に加え、支給認定申請書が必要（※本町は申込書と兼用）
②保育の必要性の程度によって保育を受けられる時間が変わります。
③利用者負担額（保育料）は所得税額ではなく町民税額をもとに算定します。

 ★利用手続きに関する今年度からの変更点◆受付期間

  12 月 1 日
　　  ～ 25 日
◆申込方法
　必要書類を持参し、各保育所（園）へ直接お申込みください。定員などの都合で利用できない場合もあります。

◆保育時間
　　保護者の就労などの状況によって、次の 2 区分で認定します。
　・月 120 時間以上の就労など → 最大 11 時間（保育所の開所時間）
　・月   48 時間以上の就労など → 最大 8 時間（8 時 30 分～ 16 時 30 分）

◆保育所（園）一覧
　日曜・祝祭日・年末年始は休み。対象年齢は 2 ヶ月～ 5 歳。開所時
間は 7 時～ 18 時（豊原保育所のみ 7 時 10 分～ 18 時 10 分）。延長
保育（最大 1 時間）は別途料金が発生します。

◆支給認定証等の発行時期
　新規利用対象者には、希望さ
れた保育所（園）を通じて、2
月上旬ごろにお知らせします。

必　要　書　類 詳　　　細
・支給認定申請書（現況届）兼　利用申込書 児童 1 人につき 1 部
・保育が必要であることを証する書類
　（就労証明書、各種手帳の写しや申出書等） 父母それぞれの提出

・平成 27 年度所得課税証明書（写し可） Ｈ 27 年 1 月 1 日時点で、町外に住民票がある方のみ
※所得が未申告の方や配偶者控除・配偶者特別控除等で扶養されている方は、所得状況を確認する必要があり
　ますので、必ず町税務課で申告をお願いします。

【問合せ】多度津町福祉保健課　☎ 3 3 - 4 4 8 8

保育所 電話 定員
愛光保育園 32-2602 140
白方保育所 32-2079 90

多聞院保育所 33-0711 60
豊原保育所 33-1868 180
三井保育所 32-4058 120

　11 月中旬から月末にかけ、皆さまにマイナンバー（個人番号）をお知らせする「通知カード」を簡易書留（転送不要）
でお届けしました。マイナンバー（個人番号）は今後様々な手続きで必要になります。大切に保管してください。
　また、「個人番号カード」の交付を希望される方は、同封しております申請書に記入し、顔写真を添えて、返信用
封筒にて送付してください。なお、お手元に「通知カード」が届いてない方は、町住民課（☎ 33-4480）または下
記の個人番号カードコールセンターまでお問合せください。

【問合せ（年末年始を除く）】

マイナンバー制度全般について
マイナンバー総合フリーダイヤル

0120-95-0178（通話料無料）
平日 9:30 ～ 22:00（土日祝日は 17:30 まで）

通知カードの配達状況について
個人番号カードコールセンター（全国共通ナビダイヤル）

0570-783-578（通話料がかかります）
平日 8:30 ～ 22:00（土日祝日は 9:30 ～ 17:30 まで）

届いていますか？マイナンバー
マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

｝様式は町福祉保健課および
各保育所（園）にあります。

お知らせ・募集
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特定健診の未受診者健診を行います！
　今年度 6 月～ 9 月に実施した特定健診を受け忘れていませんか？まだ受けられて
いない方にもう 1 度ご案内します！自分のため、家族のため、そして将来のために
検診を受けましょう！受診希望の方は、12 月 14 日（月）までに住民課（☎ 33-
4480）にお申込みください。後日、受診券および質問票を送付します。

◆実施期間
　12 月 1 日（火）～ 19 日（土）（診療時間内）

◆対象者
　40 ～ 74 歳（国保加入者で今年度未受診の方）

◆自己負担金
　500 円

※町民税非課税世帯の方は、自己負担金が免除にな
ります。受診前に受診券を持参のうえ住民課で申
請してください。

◆持ち物
①特定健康診査受診券および質問票②自己負担金③
国民健康保険被保険者証④健康手帳（お持ちの方）

◆実施医療機関
秋山医院、氏家内科医院、加藤病院、加藤整形外科
クリニック、河内病院、くるみクリニック、桃陵ク
リニック、三宅医院、三宅病院、山本医院、高見診
療所、佐柳診療所

【問合せ】多度津町住民課　　☎ 3 3 - 4 4 8 0

住民基本台帳カードの申請及び電子証明書の発行終了について
　マイナンバー制度の開始に伴い、住民基本台帳カード（以下、住基カード）の申請及び
公的個人認証サービスにおける電子証明書の発行手続きは、平成２７年１２月２２日 ( 火 )
１７時をもって終了となります。
　これ以降、住基カードを使用しての電子証明書について発行等は行えなくなり、平成
２８年１月以降に交付される「個人番号カード」を使用することとなりますので、確定申
告を控えている時期に有効期限の満了を迎える方はご注意ください。　　（多度津町住民課）

お知らせ・募集
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こんなとき、どうしたらいいの？

【問合せ】
  多度津町上下水道課
  ☎３３ - １３００

検針Q&A
町民のみなさまからお問合せが
多い質問にお答えします！

検針は誰が行っていますか？

「使用水量お知らせ票」を紛失
しました。再発行できますか？

メーターの故障で使用水量が
多くなることはある？

メーターボックスの蓋が割れ
ました。交換できますか？

いつ検針を行っていますか？

　多度津町水道事業事務委
託規程に基づき、検針業務
を委託された検針員が行っ
ています。検針員は、検針
時に検針事務委託者証票を
携帯しています。

　多くなることはありませ
ん。メーターは羽根車と同
じ原理で、水が通過した量
だけ針が回る構造です。な
お、定期的にメーターの点
検・整備をしています。

　再発行できますので、上
下水道課へお越しくださ
い。また、検針月以前の「使
用水量お知らせ票」も再発
行できます。

　町内各地域を、毎月２日
～１０日の間に９人の検針
員で回っています。各ご家
庭の検針日については、「使
用水量お知らせ票」でご確
認ください。

　無料で交換します。また、
道路上で蓋の破損を見かけ
たら、事故につながる可能
性がありますので、ご連絡
をお願いします。

Q1

Q4Q3

Q2

Q5

A

AA

A

A

12 月のゴミ収集日
【問合せ】環境課　☎ 33 ｰ 4425
資　源 不　燃 粗　大 可燃

1 区～ 4 区・寿町・
桜川団地

2 日

 4 日
18 日   1日

火
・
金

5 区～7 区
  7 日
21日   3 日県営多度津団地

8 区
（1 月 6 日）

9 区
10 日
22 日   8 日

月
・
木

10 区～12 区・
日の出町

9 日
堀江・学園台・北鴨・
幸町・若葉町   8 日

24 日 10 日
袖

16 日道福寺・桜川東・南鴨・
葛原

11日
25 日 15 日

庄・三井・青木（本村・
金道・青木団地）

23 日

14 日
28 日 17 日 火

・
金青木（北山）・山階

  1日
15 日

（1 月 4 日）
22 日

西白方・奥白方・
見立・東白方（本村）

（1 月 6 日）

  3 日
17 日

（1 月 5 日）
24 日 月

・
木東白方（原戸・城ヶ下）・

西港町
  7 日
21日   3 日

高　見 11日・25 日
佐　柳 4 日・11日・18 日・25 日
※１区～８区、桜川団地、寿町、県営多度津団地、四箇地区は、
　１２月２９日（火）に可燃ごみの特別収集を実施します。

お知らせ・募集
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■保健センター行事予定 ■無料相談

■休館日

■休日当番医

相談名 日　　　時 場所・連絡先

高齢者相談
（弁護士対応）

12 月 17 日（木） 
　10:30-12:00 
電話予約をお願いします。

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎ 32-8501

人権相談

12 月４日（金） 特設相談
　10:00-12:00
12 月 15 日（火） 
　10:00-15:00 

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

行政相談 12 月 15 日（火） 
　10:00-15:00 

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

交通事故相談
12 月 24 日（木） 
　10:00-15:00 
前日までに予約が必要です。

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

身障者相談 12 月 18 日（金） 
　13:30-15:00 

福祉センター
☎ 32-3063 ／田中公敏

障がい者
生活相談

12 月 24 日（木） 
　13:30-16:30

福祉センター
☎ 33-4488 ／福祉保健課

こころの
相談日

12 月 17 日（木） 
午後 1 時 30 分～午後 4 時

福祉保健課（相談室）
☎ 33-4488

12 月  ６ 日 桃 陵 ク リ ニ ッ ク （本通２） ☎ 58-5588

12 月 13 日 加 藤 整 形 外 科 （堀江１） ☎ 32-8006

12 月 20 日 三 宅 病 院 （栄町２） ☎ 32-2447

12 月 23 日 山 本 医 院 （大通り） ☎ 32-2809

12 月 27 日 加 藤 病 院 （ 寿 町 ） ☎ 33-2821

12 月 31 日 加 藤 整 形 外 科 （堀江１） ☎ 32-8006

 １ 月  １ 日 氏 家 内 科 医 院 （ 京 町 ） ☎ 32-2635

 １ 月  ２ 日 桃 陵 ク リ ニ ッ ク （本通２） ☎ 58-5588

 １ 月  ３ 日 河 内 病 院 （ 青 木 ） ☎ 33-3113

柔道整復  12 月 13 日   藤  木  接  骨  院（ 大通り）　☎ 32-2663

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

老人健康施設 ５日、６日、12 日、13 日、19 日、20 日、23 日、 
26 日、27 日、12 月 29 日～１月３日  

明徳会図書館 ７日、14 日、21日、23 日、 
12 月 28 日～１月４日  

町民会館 １日、８日、15 日、22 日、 
12 月 29 日～１月３日

温水プール １日、８日、15 日、22 日、 
12 月 29 日～１月５日

スポーツセンター ７日、14 日、21日、28 日、 
12 月 29 日～１月４日

町立資料館 ７日、14 日、21日、24 日、28 日、 
12 月 29 日～１月４日

※『林求馬邸』の開館日は、12 月６日（日）、１月３日（日）です。

日曜日 行　　　事 時　間 場所

１日㈫ 四箇福祉保健推進員会　研修会
　「ＡＥＤの使い方と応急処置」

10:00-11:30 四公

２日㈬
のびのび広場
歯周疾患予防教室
　「お口から元気に健康生活」

9:30-12:00
13:30-15:00

別館
健セ

３日㈭ 離乳食講習会 9:30-11:30 健セ

４日㈮ 白方福祉保健推進員会　研修会
　「旬野菜を使ったヘルシー料理」
生活習慣病予防相談

9:30-12:00

13:30-15:00

白公

白公

７日㈪ 白方母子愛育班「パン作り教室」
すくすく相談
すくすく相談（要予約）

9:00-12:00
10:00-12:00
13:30-16:30

健セ
別館
別館

８日㈫ １歳６か月児健診 13:30-14:30 健セ

９日㈬ 乳幼児相談
親子ふれあい広場
　「ベビーマッサージ」

9:00-10:00
10:00-12:00

別館
別館

10 日㈭ ３歳児健診 13:30-14:30 健セ

11 日㈮ 糖尿病予防教室
　「糖尿病のお話  ウソ、ホント !?」
生活習慣病予防相談

13:30-15:00

13:30-15:00

健セ

豊婦

13 日㈰ マタニティ教室「沐浴実習」 9:30-11:30 健セ

14 日㈪ 食改会長・副会長会 9:30-11:30 健セ

15 日㈫ 豊原母子愛育班
　「クリスマス料理教室」

9:30-12:00 豊婦

16 日㈬ こども相談（要予約）
乳幼児相談
のびのび広場

9:00-16:00
9:00-10:00
9:30-12:00

健セ
別館
別館

17 日㈭ ことばの相談（要予約）
健康づくりセミナー「腰痛体操」

9:00-11:00
13:30-15:30

健セ
健セ

18 日㈮ 生活習慣病予防相談 13:30-15:00 福セ

25 日㈮ 生活習慣病予防相談 13:30-15:00 四公

離乳食講習会（平成 27 年７～８月生まれ）、１歳６か月児健診（平
成 26 年４～５月生まれ）、乳幼児相談（平成 27 年２月生まれ）、３
歳児健診（平成 24 年５月 1 日～ 20 日）

四公＝四箇地区公民館／別館＝別館ピーチ／健セ＝保健センター／白
公＝白方地区公民館／豊婦＝豊原農村婦人の家／福セ＝福祉センター

■納税・納付
納期限 対象税目 期　別

12 月 28 日㈪ 固定資産税・都市計画税
国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

３期
５期
６期

◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■乳がん検診■主役はあなた！
　健康のプロがあなたの健康生活を応援します！

■健康教室を開催します！

■感染防止に努めましょう！

■多中生による『朝食メニューコンクール』入賞作品

昨年度、特定保健指導を修了された方の
うち、８割が減量に成功しました！

　国保加入者で特定健診の結果、保健指導の対象と
なった方に対して、「特定保健指導利用券」と詳しい
ご案内を保健センターから送付します。
　保健指導は、健康の専門家（保健師や管理栄養士な
ど）があなたの健康づくりをサポートするものです。
　「今は忙しいし・・・」「わたしは大丈夫」
と先延ばしにせず、この機会に一緒に生活
習慣を見直してみませんか？お申込みをお
待ちしています！

●インフルエンザ対策
　インフルエンザは１～２月頃に流行のピークがあり、
いったん流行が始まると、短期間で感染が拡大します。
　インフルエンザの予防には、予防接種を受けることが
効果的です。ワクチンの効果が出るまでに接種後２週間
程度かかりますので、早めに接種を済ませましょう。
◇高齢者インフルエンザ予防接種
　６５歳以上の方と６０歳以上の特定の疾患に該当する
方は、自己負担金１，０００円で予防接種を受けられます。
予診票は町内の医療機関に置いてあります。町外での接
種を希望する場合は、事前に保健センターまでご連絡く
ださい。予診票を発行します。
※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の
　方は、事前に申請を行えば自己負担金免除になります。
【感染症の予防方法】
①手洗い…指の間や手首なども忘れずに洗いましょう。
②うがい…外出後は忘れずに行いましょう。
③マスク…ウイルスを吸い込むことでインフルエンザ
　　　　　に感染します。咳エチケットも忘れずに！

●感染性胃腸炎対策
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は毎年１１月頃から発
生件数が増え始め、１２月から翌年１月が発生のピーク
になっています。
①食品は十分加熱（８５℃で１分以上）し、調理する。
②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒する。
③調理や食事の前などはもちろん、こまめに手を洗う。
　（手指についたノロウイルスが口に入り、感染する   
　ことがあります。）

④嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を用いて、
直接手で触れないように取り除き、ビニール袋に入
れてしばって捨てる。

　食生活改善推進協議会では「朝ごはん大好き、野菜
大好き、たどつっこ」をテーマに、旬の野菜がたっぷり入っ
た自分でつくれる朝ごはんを多度津中学校２年生から募
集しました。たくさんの応募の中から優秀作品が決定しま
したのでご紹介します。

●歯周疾患予防教室
　【日時】 １２月２日㈬ １３時３０分～１５時
　  講演 『お口から元気に健康生活』
　  講師　歯科衛生士　佐野 伸枝 先生
●糖尿病予防教室
　【日時】 １２月１１日㈮  １３時３０分～１５時
　  医師の講演 『糖尿病のお話  ウソ、ホント !?』
 　 講師　坂出市立病院
　　　  　糖尿病内科部長　大工原 裕之 先生
●健康づくりセミナー　～健康生活を支援する教室～
　【日時】 １２月１７日㈭ １３時３０分～１５時３０分
　  研修会 『腰痛体操』
　  講師　四国こどもとおとなの医療センター
　　　　 理学療法士　増田 英和 先生
※場所は町民健康センターです。参加希望の方は、事前に
　保健センターまでお申し込みください。

◇健康マメ知識◇　～適正飲酒の１０か条～
　なにかとお酒を飲む機会が多い１２月。飲みすぎ
は健康に悪影響を及ぼしますので、適量
を守って楽しくお酒を飲みましょう。

☞適正飲酒の10か条
　①談笑し、楽しく飲むのが基本です
　②食べながら、適量範囲でゆっくりと
　③強い酒、薄めて飲むのがオススメです
　④つくろうよ、週に２日は休肝日
　⑤やめようよ、きりなく長い飲み続け
　⑥許さない、他人への無理強い・イッキ飲み
　⑦アルコール、薬と一緒は危険です
　⑧飲まないで、妊娠中と授乳期は
　⑨飲酒後の運動・入浴、要注意
　⑩肝臓など、定期検査を忘れずに

（公益社団法人 アルコール健康医学協会より）

☆優秀☆
　小原 万奈さん
　公文 颯太さん
　山地 泰誠さん
　池田 日向さん

◇ マタニティ教室 ◇
12 月 13 日㈰　９時 30 分～ 11 時 30 分

『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』
　妊婦体験も実施します。
　お父さんやご家族の方も是非ご参加ください。

◇ 助産師さんによるすくすく相談◇
12 月 7 日㈪・1 月 18 日㈪

　10：00 ～ 12：00　どなたでもご自由にお越しください。 
　13：30 ～ 16：30　１人１時間の予約制です。

妊娠中に気になることや「赤ちゃんの体重が気になる」「卒
乳をどうしたらいいのかな」など、お子さまやお母さん自
身のことなど、何でもお気軽にご相談ください。

　【問合せ】 保健センター　☎３２- ８５００

12 月の 予定
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◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■乳がん検診■主役はあなた！
　健康のプロがあなたの健康生活を応援します！

■健康教室を開催します！

■感染防止に努めましょう！

■多中生による『朝食メニューコンクール』入賞作品

昨年度、特定保健指導を修了された方の
うち、８割が減量に成功しました！

　国保加入者で特定健診の結果、保健指導の対象と
なった方に対して、「特定保健指導利用券」と詳しい
ご案内を保健センターから送付します。
　保健指導は、健康の専門家（保健師や管理栄養士な
ど）があなたの健康づくりをサポートするものです。
　「今は忙しいし・・・」「わたしは大丈夫」
と先延ばしにせず、この機会に一緒に生活
習慣を見直してみませんか？お申込みをお
待ちしています！

●インフルエンザ対策
　インフルエンザは１～２月頃に流行のピークがあり、
いったん流行が始まると、短期間で感染が拡大します。
　インフルエンザの予防には、予防接種を受けることが
効果的です。ワクチンの効果が出るまでに接種後２週間
程度かかりますので、早めに接種を済ませましょう。
◇高齢者インフルエンザ予防接種
　６５歳以上の方と６０歳以上の特定の疾患に該当する
方は、自己負担金１，０００円で予防接種を受けられます。
予診票は町内の医療機関に置いてあります。町外での接
種を希望する場合は、事前に保健センターまでご連絡く
ださい。予診票を発行します。
※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の
　方は、事前に申請を行えば自己負担金免除になります。
【感染症の予防方法】
①手洗い…指の間や手首なども忘れずに洗いましょう。
②うがい…外出後は忘れずに行いましょう。
③マスク…ウイルスを吸い込むことでインフルエンザ
　　　　　に感染します。咳エチケットも忘れずに！

●感染性胃腸炎対策
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は毎年１１月頃から発
生件数が増え始め、１２月から翌年１月が発生のピーク
になっています。
①食品は十分加熱（８５℃で１分以上）し、調理する。
②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒する。
③調理や食事の前などはもちろん、こまめに手を洗う。
　（手指についたノロウイルスが口に入り、感染する   
　ことがあります。）

④嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を用いて、
直接手で触れないように取り除き、ビニール袋に入
れてしばって捨てる。

　食生活改善推進協議会では「朝ごはん大好き、野菜
大好き、たどつっこ」をテーマに、旬の野菜がたっぷり入っ
た自分でつくれる朝ごはんを多度津中学校２年生から募
集しました。たくさんの応募の中から優秀作品が決定しま
したのでご紹介します。

●歯周疾患予防教室
　【日時】 １２月２日㈬ １３時３０分～１５時
　  講演 『お口から元気に健康生活』
　  講師　歯科衛生士　佐野 伸枝 先生
●糖尿病予防教室
　【日時】 １２月１１日㈮  １３時３０分～１５時
　  医師の講演 『糖尿病のお話  ウソ、ホント !?』
 　 講師　坂出市立病院
　　　  　糖尿病内科部長　大工原 裕之 先生
●健康づくりセミナー　～健康生活を支援する教室～
　【日時】 １２月１７日㈭ １３時３０分～１５時３０分
　  研修会 『腰痛体操』
　  講師　四国こどもとおとなの医療センター
　　　　 理学療法士　増田 英和 先生
※場所は町民健康センターです。参加希望の方は、事前に
　保健センターまでお申し込みください。

◇健康マメ知識◇　～適正飲酒の１０か条～
　なにかとお酒を飲む機会が多い１２月。飲みすぎ
は健康に悪影響を及ぼしますので、適量
を守って楽しくお酒を飲みましょう。

☞適正飲酒の10か条
　①談笑し、楽しく飲むのが基本です
　②食べながら、適量範囲でゆっくりと
　③強い酒、薄めて飲むのがオススメです
　④つくろうよ、週に２日は休肝日
　⑤やめようよ、きりなく長い飲み続け
　⑥許さない、他人への無理強い・イッキ飲み
　⑦アルコール、薬と一緒は危険です
　⑧飲まないで、妊娠中と授乳期は
　⑨飲酒後の運動・入浴、要注意
　⑩肝臓など、定期検査を忘れずに

（公益社団法人 アルコール健康医学協会より）

☆優秀☆
　小原 万奈さん
　公文 颯太さん
　山地 泰誠さん
　池田 日向さん
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● ●町の人口について広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

■新着図書のご案内
●『 』缶詰で男のもっとええ加減料理
著／石蔵 文信　発行／講談社

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第32回～

■12月の行事
★おはなし会『ひまわり』
　１２月１２日（土）
　　１４時～１４時３０分
★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　１２月１６日（水）
　　１４時３０分～１５時

　缶詰を使うレシピを侮ってはいけない！適当に作っ
ても、本格派の味になる缶詰だからできる！！さば缶・
焼きとり缶 etc.　医師が考えた缶詰料理レシピ。

●『 』ふたり暮らしのシニアごはん
著／中野 佐和子　発行／学研

　簡単なのに驚くほどおいしい！時間にゆとりができ
た分、おいしさの「ひと手間」をらくらく献立から作
りおきまで全９０レシピ。

●『 』わたしの１週間献立表
著／飛田 和緒　発行／家の光協会

　料理と食材の「持ちこしリレー」でむだ、むりがない！
ちょっとの工夫でラクになる♪これなら続けられる、
料理上手の献立づくり！飛田さんちの十八番リレー♫
『シチュー』→『グラタン』
『肉じゃが』→『カレー』『コロッケ』
『こんにゃく入りの煮物』→『お好み焼き』
『ひき肉のおかず』→『オムレツ』

』ほげちゃん『 著／やぎ たみこ

たかしま あゆか（白方児童館）

　この本は、「ほげちゃん」が、ゆうちゃんの家におくられた
ところからはじまります。
　ほげちゃんは、へんなカバのぬいぐるみです。わたしは、ほ
げちゃんが口がわるくて、大あばれをするところが、おもしろ
かったです。
　ほげちゃんは、みんながいなくなると、ふだん言えないこ
とを言いまくります。くさいおならがいやだったとか、ほげ
ちゃんという名前がいやだとか、ドアにはさまれたのがいや
とか、ケチャップをつけられてめいわくだーっとかと、きたな
い言ばでもんくを言いまくります。そして、ティッシュをババ
バーっとひろげ、ソファーでボフボフボフととびはね、家の中
でやりたいほうだいです。
　もしも、わたしがおうちでこんなことをしたら、パパやママ
にすごくしかられてしまいます。ひょっとしたら、おうちから
おいだされるかもです。だから
わたしは、ほげちゃんがうらや
ましいです。ぬいぐるみがこん
なわるいことをするなんて、だ
れもおもいません。けど、された
らやっぱりいやです。そんなほ
げちゃんは、かぞくからだいじ
にされています。それもうらや
ましいです。

町の人口については、現在『国勢調査２０１５』の集計
作業を行っていますので、集計結果が発表され次第、
掲載を再開します。

絵本の読み聞かせ、
紙しばい、手あそび
などをします♪
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